
身体的拘束最小化に関する取り組み 
 

□基本方針 

 当院では、患者さんの尊厳と安全を守る為、身体的拘束を行わないケアを基本方針としています。 

やむを得ず身体的拘束を行う場合は、緊急性・非代替性・一時性の 3要件を満たす場合に限り、医

師の指示の下最小限で実施し、早期解除に向けた検討を継続しています。 

 

□当院の主な取り組み 

1.身体的拘束最小化チームによる活動 

1）毎月のカンファレンス実施 

2）身体的拘束実施患者の評価・ラウンド 

3）解除に向けた多職種検討 

4）インシデント事例の分析 

 

2.職員教育 

1）年 2回以上の研修実施 

2）新人職員研修 

3）認知症ケア・せん妄対応研修 

4）不穏時の非薬物的対応の共有 

 

3.代替ケアの推進 

1）環境調整 

2）センサーマット等の活用 

3）昼夜リズム調整 

4）家族との協力 

5）離床支援・見守り強化 

 

4.定期的な見直し 

1）毎日の必要性評価 

2）拘束解除カンファレンス 

3）記録監査の実施 

 

 

 

 

作成日：2025 年（令和7年）4月 1日  認知症ケアチーム 

 

 


